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戦 評 

男子準決勝第１試合は白：山形市立第三中学校 対 緑：一関市立磐井中学校となった。 
第１ピリオド。白＃５のドライブインからゲームがスタート。白は＃５のドライブ、緑は＃４、５

の１対１を中心に off を組み立てる。残り４分で緑＃７の連続ポイントが決まるが、白も＃５のゴー
ル下で応戦し互いに譲らない展開となる。ピリオド終盤で緑がゴール下で得点を重ね、１３対１８で
磐井がリードして第１ピリオド終了。 

第２ピリオド。白＃５のリバウンドショットからスタート。続いて白＃１４がゴール下で高さを生
かし連続で得点し、残り５分で２１－２０の逆転に成功する。緑は＃７の速攻で反撃を試みるが、白
＃４の３ｐで追随を許さない。残り１分３０秒、白＃６の３ｐが決まり、３４－２６となったところ
で、緑はタイムアウトを使い、修正を図る。タイムアウト明け、緑＃７のドライブイン・＃４の３ｐ
が決まるが、白＃１４が３ｐとジャンパーで応戦。互いに譲らず３９－３１山形山中がリードして前
半終了。 

第３ピリオド。開始１５秒白＃１４のジャンパーでスタート。緑は＃５、７のレイアップ、白は＃
４の３ｐ、＃１４のゴール下で得点を重ねる。残り４分４９－４０となったところで緑が後半１回目
のタイムアウト。タイムアウト明け、def のプレッシャーを強め、緑＃７の速攻が決まると流れを掴
み、その後も連続で速攻を決め、差を縮め５６－４９で第３ピリオド終了。 

勝負の第４ピリオド。白＃５のインターセプトからの速攻でスタート。＃４のドライブ、＃８のＦ
Ｔ、＃１４のゴール下と続き７－０のランに成功。６３－４９と一気にたたみかけるが、緑はここで
緑＃４が３ｐ、バスケットカウントで得点する。さらに緑はオールコートディフェンスで打開を図り、
緑＃５の３ｐも決まるが、白は時間を使いながら、＃８、＃４、＃５が得点を重ねていく。緑は＃４
が最後まで意地を見せるが、７８－５９でタイムアップ。地元の大応援団に後押しを受け、最後まで
自分たちの強みを発揮した山形三中が初めての全中出場を決めた。一方、敗れはしたが、＃４を中心
とした全員バスケで大躍進を果たした磐井中にも称賛を送りたい。 

文責  熊谷 圭太 菊地 亮（山形県） 
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P･in　（×…先発選手　　／…交代選手） 2P…２ポイントシュート成功数 3P…３ポイントシュート成功数 FT…フリースロー成功数

0 015

0

15 飯　澤　　　舜 18 0

14 伊　藤　想　将 1714 円　谷　日　向 17 0

13 千　葉　史　也 16 0

3

13 川　内　竜　一 16 0

15 × 6 312 髙　橋　聖　哉

5 1 1 3

12 田　中　稜　輔 15 0

3 2 11 岩　舘　飛　吾 14 ×11 飯　澤　　　蓮 14 × 26 10 1

10 渡　辺　羽　紅 13 010 會　田　広　海 13 0

12 09 松　本　唯　楓

0

9 佐　藤　理　貴 12 0

8 畠　山　駿　慶 118 阿　部　里　音 11 0

7 千　葉　琢　翔 10 07 加　川　千　尋 10 0

9 06 菅　原　　　大

0

6 安孫子　楓　也 9 0

3 1 5 佐　藤　礼　斗 8

1 1

5 工　藤　翔　舞 8 × 9 3

4 千　葉　風　太 7 × 19 94 片　山　航　輔 7 0

6 01 3 3 千　葉　康　太

13 5 1 3

3 吉　田　法　登 6 × 3

4 1 2 石　川　　　漸 5 ×

2 3

2 白　澤　　　朗 5 × 22 9

1 佐　藤　涼　成 4 × 16 5

ﾌｧｳﾙ

1 秋　葉　泰　輝 4 × 18 3 4 0
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チームＢ
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26 - 13
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